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への系統的な若返りが認められた（図1）．地形
学的には，赤石山脈の隆起には東縁のISTL・下
円井断層などの活動が大きく寄与していると考え
られることから，この年代の若返りは山脈の西
への傾動を反映している可能性が高い．今後は上
記の結果に加え，AFT逆計算，ZFT逆計算および
U-Pb年代なども組み合わせて，さらに詳細な地
形発達史の解明を目指す予定である．
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図1. 研究地域の地形断面図と既報年代（Tagami et al., 1988; Ito et al., 1989; Yamagiwa, 1998; 後藤，2001；本研
究）．誤差は1σまたは1SE，凡例の括弧内は各手法のおよその閉鎖温度を示す．斜線は主要な断層の通過範囲を表す
（StF：清内路峠断層（木曽山脈西縁断層帯），BF：境界断層（伊那谷断層帯），SF：下円井断層）．


